
社
会
情
勢
の
急
速
な
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
町
の
職
員
に
は

法
令
順
守
や
公
平
・
公
正
な
業
務
執
行

だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
地
域
課
題
を
見

出
し
て
政
策
に
反
映
す
る
能
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
20
年
に
策
定
し
た
「
幕
別
町
人

材
育
成
基
本
方
針
」
は
、
町
政
運
営
の

根
幹
を
な
す
も
の
と
考
え
る
が
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
て
き
た
か
。

　

町
の
将
来
を
左
右
す
る
の
は
人
の
力

で
あ
り
、
困
難
な
時
こ
そ
真
価
が
問
わ

れ
る
。
職
員
が
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
、

組
織
一
丸
と
な
っ
て
業
務
を
遂
行
で
き

る
よ
う
、
職
場
の
風
土
づ
く
り
、
人
事

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
基
本
方
針
を
ど
う
活
用
し
て
き
た
か
。

(2)
基
本
方
針
の
策
定
以
降
、
大
き
な
制

度
の
変
更
に
ど
う
対
応
し
て
き
た
か
。

多
様
な
人
材
を
確
保
す
る
取
組
は
。

(3)
人
材
育
成
の
方
向
と
具
体
策
は
。
基

本
方
針
を
改
定
す
る
考
え
は
。

(1)
幕
別
町
人
材
育
成
基
本
方

針
に
お
い
て
「
求
め
ら
れ
る
職
員
像
」

と
し
て
「
公
務
員
と
し
て
の
倫
理
観
や

責
任
感
を
自
覚
し
、
公
正
・
公
平
・
誠

実
に
対
応
し
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
職

員
」
、
「
町
民
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
職
員
」
、
「
コ
ス
ト
意
識
を

持
っ
て
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う

職
員
」
な
ど
５
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

「
職
員
に
求
め
ら
れ
る
能
力
」
と
し
て

「
職
務
遂
行
能
力
」
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」
、
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
、

「
問
題
解
決
能
力
」
な
ど
10
項
目
を
掲

げ
て
い
る
。
職
員
の
働
く
意
欲
や
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
よ
う
人
事
管

理
を
行
い
、
人
材
育
成
を
進
め
て
き
た
。

　

職
員
の
資
質
・
能
力
を
高
め
る
た
め

に
最
も
重
要
と
な
る
の
が
職
員
研
修
で

あ
る
。
主
な
研
修
と
し
て
、
法
務
、
接

遇
、
服
務
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
人

事
評
価
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
な
ど
の

基
礎
・
基
本
と
な
る
研
修
に
加
え
、
国

や
北
海
道
へ
の
派
遣
研
修
、
そ
の
他
の

研
修
機
関
が
行
う
専
門
的
な
知
識
や
高

度
な
技
能
等
を
修
得
す
る
た
め
の
研

修
、
さ
ら
に
は
、
職
員
の
自
主
的
な
発

案
等
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
実

施
す
る
自
主
研
修
な
ど
を
通
じ
、
継
続

的
か
つ
効
果
的
な
人
材
の
育
成
に
努
め

て
い
る
。

(2)
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
職
員
研
修
体
系
全
体
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
た
時
か
ら
退
職
に
至
る
ま
で

一
貫
し
た
研
修
体
系
の
構
築
を
し
て
い

る
。

　

多
様
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
取

組
は
、
民
間
企
業
な
ど
の
経
験
を
有
す

る
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
十

勝
町
村
会
に
よ
る
採
用
試
験
と
は
別
に

町
単
独
で
採
用
試
験
を
実
施
し
て
い

る
。
令
和
元
年
度
か
ら
の
２
年
間
で
一

般
職
お
よ
び
保
育
士
等
の
職
員
と
し
て

13
人
を
採
用
し
た
。

(3)
接
遇
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、

問
題
解
決
や
政
策
形
成
の
考
え
方
な
ど

の
基
本
的
な
能
力
は
、
職
員
自
身
が
主

体
的
に
業
務
に
取
り
組
む
中
で
、
課
題

や
目
的
を
明
確
に
し
、
上
司
が
適
宜
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
職
員
教
育
、

い
わ
ゆ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
積
極
的
に
実
施
す

る
こ
と
が
、
人
材
育
成
上
、
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

現
行
の
基
本
方
針
の
策
定
後
、
人
事

評
価
、
働
き
方
改
革
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
、
再
任
用
制
度
の
運
用
な
ど
町
職

員
に
係
わ
る
制
度
等
の
変
化
が
生
じ
、

こ
れ
ら
に
伴
う
記
載
内
容
の
改
正
の
必

要
は
あ
る
が
、
人
材
育
成
に
関
す
る
考

え
方
、
進
め
方
が
変
わ
る
も
の
で
は
な

く
大
幅
な
改
定
は
考
え
て
い
な
い
。

外
部
の
知
見
を
活
用
し
て
職

員
の
意
識
改
革
や
内
部
強
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
は
重
要
。
国
の
人
材
支
援
制
度

を
活
用
す
る
考
え
は
。

外
部
か
ら
新
し
い
風
を
吹
き
込
む
こ

と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
。
職
員
は
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
刺
激
も
受
け
、
さ
ら

に
自
己
研
さ
ん
に
励
む
効
果
が
あ
る
。

外
部
か
ら
の
人

材
招
聘
（
し
ょ

う
へ
い
）
に
つ

い
て
は
検
討
し

た
い
。

答問
職
場
内
研
修
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
や
人
事
交
流
・
派
遣

研
修
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く

町
職
員
の
多
様
な
人
材
確
保
と
さ
ら
な
る
育
成
を
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